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は
じ
め
に

　

組
織
に
せ
よ
個
人
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
の
主
体
が
自
分

以
外
の
主
体
と
交
流
を
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
環
境

に
身
を
置
い
て
お
り
、
且
つ
そ
の
環
境
で
は
生
存
し
て

ゆ
く
た
め
の
資
源
が
有
限
で
あ
る
場
合
、
主
体
間
で
の

“
競
争
”
と
い
う
事
態
を
避
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ

こ
で
各
主
体
は
、
何
ら
か
の
手
法
・
方
法
論
に
則
り
、

競
争
相
手
を
出
し
抜
い
た
り
、
こ
れ
を
排
除
・
打
倒
す

る
と
い
っ
た
“
勝
利
”
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
た
だ

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
法
や
方
法
論
と
し
て

は
、
そ
の
都
度
考
え
出
す
も
の
も
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
大
抵
は
自
身
の
過
去
の
経
験
、
更
に
は
先
人
の
知

恵
が
採
用
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
現
実
の
競
争
と
い

う
も
の
は
多
く
の
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、

合
理
的
な
演
算
に
よ
っ
て
（
多
分
に
主
観
的
で
不
明
瞭

な
）
勝
利
に
繋
が
る
手
段
を
逆
算
す
る
こ
と
は
困
難
な

た
め
、
結
果
的
に
経
験
則
的
な
手
法
・
方
法
論
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
か
ら
だ
。

　

こ
う
い
っ
た
経
験
則
的
な
手
法
・
方
法
論
は
、
処
世

術
、
更
に
は
兵
法
・
戦
術
・
戦
略
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
多
数
の
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
れ

ら
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
我
が
国
に
お
い
て
著
名
な
の

が
中
国
の
兵
法
家
で
あ
る
孫
子
の
手
に
よ
る
と
さ
れ
る

兵
法
書
、
い
わ
ゆ
る
「
孫
子
」
だ
ろ
う
。

　

こ
の
「
孫
子
」
が
我
が
国
は
伝
わ
っ
た
の
は
平
安
時

代
、
当
時
の
中
国
唐
王
朝
に
留
学
し
て
い
た
吉
備
真
備

が
こ
れ
を
学
び
、
帰
国
後
広
め
た
と
さ
れ
る
。「
続
日

本
紀
」
に
よ
れ
ば
天
平
宝
字
８
年
（
７
６
４
年
）
に
起

き
た
「
恵
美
押
勝
（
藤
原
仲
麻
呂
）
の
乱
」
の
際
、
真

備
は
孫
子
の
兵
法
を
用
い
て
こ
れ
を
よ
く
鎮
圧
し
た
と

い
う
。
ま
た
後
に
右
大
臣
と
な
る
大
江
匡
房
も
孫
子
を

学
び
、
こ
れ
を
源
義
家
に
伝
え
た
と
さ
れ
、
そ
の
義
家

は
後
三
年
の
役
（
１
０
８
３
年
｜
１
０
８
７
年
）
の

際
、「
鳥
が
飛
び
立
つ
の
は
伏
兵
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
示
す “
鳥
起
者
、
伏
也
”（
行
軍
篇
第
九
（
六
））」

と
の
教
え
を
活
か
し
伏
兵
を
察
知
、
こ
れ
を
破
っ
た
と

い
う
。
そ
の
後
、
室
町
、
戦
国
時
代
に
は
武
家
の
台
頭

と
と
も
に
大
名
ら
が
そ
の
知
識
を
継
承
し
て
い
る
。
と

り
わ
け
甲
斐
（
山
梨
県
）
の
戦
国
大
名
武
田
信
玄
が
自

軍
の
軍
旗
に
“
…
其
疾
如
風
、
其
徐
如
林
、
侵
掠
如
火
、

不
動
如
山
、
…
”（
軍
争
篇
第
七
（
三
））
の
文
言
を
採

用
し
た
こ
と
は
つ
と
に
知
ら
れ
る
。
更
に
、
後
の
江
戸

幕
藩
体
制
下
で
は
、
孫
子
の
知
識
は
林
羅
山
や
山
鹿
素

行
、
荻
生
徂
徠
ら
、
更
に
幕
末
に
は
佐
久
間
象
山
や
吉

田
松
陰
ら
に
よ
っ
て
研
究
・
継
承
さ
れ
、
民
間
へ
の
普

「
兵
法
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